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1111    はじめにはじめにはじめにはじめに    

音楽, 映画, ウェブページなどの興味が異なる

情報の中から, 自分の興味に合った情報だけを

獲得することは, 情報の量が多くなるほどユー

ザに負担がかかる作業となる. これを軽減する

ために，ユーザと似たような行動を取っている

ユーザの嗜好情報をもとに，ユーザの嗜好を推

測するシステムを提案する．本研究では，ユー

ザの嗜好を推測のために顔面皮膚温度，特に鼻

部の温度変化を用いる． 

 

2222    従来研究従来研究従来研究従来研究のののの問題点問題点問題点問題点    

協調フィルタリングにはユーザの興味に関する

情報が必要であるが，これを獲得する方法は大

きく分けて 2 つある． 

 

1 つ目は, ユーザが直接入力を行う方法である． 

この方法は, ユーザが興味のあるものをプロフ

ァイルとして 1 つ 1 つ文章で書いて興味モデル

を作成する作業や数値を入力する作業が必要な

ため, ユーザに負担がかかる．数値を直接入力

する協調フィルタリングの研究として[1]などが

挙げられる. これらは, ユーザが入力ミスによ

り自分の意思と異なった評価を付けた場合や, 

ユーザが信頼度の低い評価を付けた場合に, 協

調フィルタリングによる推薦の精度が低くなっ

てしまう問題がある. 

 

2 つ目は, ユーザの興味のモデルを自動的に推定

する方法である. この方法は, ユーザに余分な

活動を行わせる必要がなく，誤りが紛れ込みに

くいが, 興味についての情報をいかに入手する

かが問題となる. ユーザが情報を収集する活動

を妨げることなく興味モデルを推定する手法と

して, ソフトウェアを利用する際の機能実行回

数が多いほど, 機能の評価を高くする方法が挙 

 

 

 

 

 

げられる. これは暗黙的に評価を獲得できるが， 

全ユーザがよく使用する機能が存在し, その機

能の評価値が異常に高くなる場合があり，推薦

の精度の低下の原因となる. 

  

3333    提案提案提案提案    

本研究では, 顔面皮膚温度から情動を検出でき

ることに着目し，ユーザに明示的な入力を求め

る事無く，嗜好を検出しアイテムを推薦するシ

ステムを提案する．本システムでは，サーモカ

メラを用いて温度を測定するため，ユーザに対

して非接触で情報を得ることができるという利

点がある．そのため，ユーザに違和感を感じさ

せずに測定を行うことができる． 

 

3.13.13.13.1    情動情動情動情動とはとはとはとは    

感情には，その当人にしかわからない主観的な

側面と，外部から観察可能な側面がある．後者

を情動と呼び，感情に伴う自律神経系の活動の

変化（心拍数の上昇）やその他の身体的変化

（顔の表情，筋の緊張の変化），あるいは，感

情が生じている時に示す行動を通じて客観的に

とらえることができる． 

    

3.23.23.23.2    情動情動情動情動とととと生体反応生体反応生体反応生体反応のののの関係関係関係関係    

情動を引き起こす因子を情動ストレスと呼び，

情動ストレスに起因する交感神経系の作用によ

り抹消血管は収縮し血流量が減少する．鼻部に

は上動脈吻合血管が皮膚直下に多数存在するた

め，情動ストレスに起因する血流量の変化が皮

膚温度に顕著に現れる．これを利用してサーモ

カメラにより撮影した顔面熱画像からヒトの情

動を推定することが可能となる[3]． 

    

3.33.33.33.3    サーモカメラサーモカメラサーモカメラサーモカメラ    

本研究で使用したサーモカメラはアビオニクス

製 TVS-200 であり，測定温度の範囲は-20℃～

300℃で温度分解能は 0.1℃以下となっている．

小型で軽量な持ち運びの出来るタイプである． 
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４４４４    システムシステムシステムシステム    

本システムの概要を図 1 に示す．本システムは，

サーモカメラからユーザの嗜好を検出する情動

検出ツールとユーザ間の嗜好を比較しアイテム

を推薦するシステムに分かれている． 

 

 

以下にシステムの処理の流れを示す． 

 

①①①①    ユーザユーザユーザユーザはははは任意任意任意任意ののののコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツをををを閲覧閲覧閲覧閲覧するするするする    

②②②②    サーモカメラサーモカメラサーモカメラサーモカメラでででで閲覧時閲覧時閲覧時閲覧時のののの顔面皮膚温度顔面皮膚温度顔面皮膚温度顔面皮膚温度をををを測測測測

定定定定    

③③③③    情動検出情動検出情動検出情動検出ツールツールツールツール[[[[5555]]]]によりによりによりにより，，，，情動情動情動情動のののの変化変化変化変化をををを検検検検

出出出出    

④④④④    ユーザデータベースユーザデータベースユーザデータベースユーザデータベース内内内内のののの他他他他ユーザユーザユーザユーザののののデータデータデータデータ

とととと比較比較比較比較    

⑤⑤⑤⑤    相関結果相関結果相関結果相関結果からからからからユーザユーザユーザユーザのののの未採点未採点未採点未採点アイテムアイテムアイテムアイテムのののの評評評評

価価価価をををを予想予想予想予想するするするする    

⑥⑥⑥⑥ 評価予測評価予測評価予測評価予測値値値値のののの高高高高いいいい順順順順ににににユーザユーザユーザユーザへへへへ推薦推薦推薦推薦    

 

 
図 1．システム概要 

 

4444.1.1.1.1    情報推薦情報推薦情報推薦情報推薦システムシステムシステムシステム    

情動の検出を利用した，協調フィルタリングに

よる情報推薦システムを構築した．協調フィル

タリングでは，類似したユーザの発見が必要で

ある．本研究における類似したユーザの発見方

法は，ユーザの情動反応データからその背後に

ある嗜好を抽出し，その嗜好のユーザの類似度

を用いる．ユーザの嗜好はユーザの情動反応デ

ータから抽出する． 

 

未採点アイテムの評価予想値の算出には[4]のア

ルゴリズムを用いている． 

 
図 2．実装画面 

 

５５５５    まとめまとめまとめまとめ    

サーモカメラにより情動の変化が顔面皮膚温度

の変化に表れる事が確認できた． 

今回のシステムでは，大量データ増加によるパ

フォーマンス低下に対する対抗策を講じていな

い．そのため，協調フィルタリングのアルゴリ

ズムに関して，改良の余地があると考えられる． 
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